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一 般 質 問

質問した項目
■ 持続可能な産業構造の構築を目
指して

■ 健康寿命の延伸により、元気で
暮らし続けるためには

■外国人労働者への支援について

奥
お く

谷
や

　求
もとむ

（創志会）

地
域
特
性
を
活
か
し
た

　

持
続
可
能
な
施
策
の
推
進

※［用語解説］インバウンド　外国人が訪れてくる旅行のこと。

農
業
・
日
本
酒
・
観
光
施

策
の
更
な
る
強
化

質　

問

　

県
内
最
大
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る

本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
施

策
や
伝
統
産
業
で
あ
る
日
本
酒
の

海
外
も
含
め
た
販
路
拡
大
施
策
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
※
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
め
た
誘
客
策
な
ど
の

観
光
施
策
の
現
状
と
方
向
性
を
問

う
。

健
康
寿
命
の
延
伸
で
よ
り

豊
か
な
人
生
を

質　

問

　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
よ
り
、
元

気
で
暮
ら
し
続
け
る
に
は
、
一
層

の
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
促
進

が
必
要
で
あ
る
。
元
気
輝
き
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
取
り
組
み
状
況
、
ま

た
、
国
は
交
付
金
を
手
厚
く
し
、

介
護
予
防
等
に
関
す
る
施
策
の
更

な
る
強
化
を
自
治
体
に
求
め
て
い

る
が
、
そ
の
対
応
策
を
伺
う
。

答　

弁
／
梶
永
健
康
福
祉
部
長

　

元
気
輝
き
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、

11
月
末
現
在
、
手
帳
交
付
が
8
，

3
5
1
人
、
活
動
登
録
団
体
数
が

計
347
団
体
と
な
っ
て
い
る
。
国
の

介
護
予
防
等
に
関
す
る
取
り
組
み

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

木
原
産
業
部
長

　

農
業
の
持
続
を
通
し
て
、
活
力

あ
る
農
業
と
魅
力
あ
る
農
村
を
育

む
ま
ち
東
広
島
を
理
想
と
し
て
、

第
3
次
東
広
島
市
農
業
振
興
基
本

計
画
に
地
域
別
計
画
を
導
入
し
、

特
徴
的
な
農
業
施
策
を
展
開
す
る
。

日
本
酒
の
ま
ち
東
広
島
の
認
知
度

向
上
と
国
内
外
で
の
販
路
開
拓
を

支
援
し
、
観
光
資
源
を
活
か
し
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
効
果
的

な
誘
客
策
を
講
じ
る
。

に
つ
い
て
は
、
交
付
金
目
当
て
で

は
な
く
、
効
果
が
高
い
地
域
特
性

に
沿
っ
た
施
策
の
実
施
を
考
え
て

い
る
。

多
文
化
共
生
社
会
、
外
国

人
市
民
の
受
け
入
れ

質　

問

　

技
能
実
習
生
、
留
学
生
を
含
む

外
国
人
市
民
は
増
え
続
け
て
い
る

が
生
活
実
態
な
ど
は
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
人
材
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
外
国
人
を
含
ん

だ
介
護
人
材
の
確
保
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

本
市
の
外
国
人
市
民
は
、
8
，

0
0
0
人
を
超
え
、
今
後
も
労
働

者
を
中
心
に
増
え
続
け
る
と
予
想

し
て
い
る
。
外
国
人
市
民
の
生
活

実
態
は
、
す
べ
て
を
把
握
で
き
て

い
な
い
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
課

題
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
も
、

外
国
人
介
護
人
材
を
含
め
て
効
果

的
な
方
策
を
研
究
す
る
。

煙突の並ぶ酒蔵
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一 般 質 問

質問した項目
■東広島市の農業について
■災害情報の伝達について

北
きた　ばやし

林　光
み つ

昭
あ き

（清新の会）

今
後
10
年
間
通
用
す
る

　

東
広
島
農
業
戦
略
と
は

東
広
島
市
の
攻
め
る
農
業

と
は

質　

問

　

新
た
な
農
業
振
興
計
画
に
は
、

攻
め
の
施
策
が
描
か
れ
て
い
る
。

本
市
は
県
内
最
大
の
米
作
地
帯
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
メ
の
品
質
向

上
を
図
り
、
関
連
す
る
産
品
を
創

り
出
す
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
攻
め
の
農
業

の
担
い
手
は
具
体
的
に
誰
を
想
定

さ
れ
て
い
る
の
か
。

東
広
島
市
の
守
る
農
業
と
は

質　

問

　

地
域
の
つ
な
が
り
を
保
ち
、
農

地
の
保
全
を
目
的
と
し
た
守
る
農

業
が
あ
る
。
そ
の
中
心
に
集
落
法

人
と
兼
業
農
家
が
あ
る
も
の
の
、

新
規
の
法
人
設
立
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

鈍
化
し
て
い
る
。
集
落
法
人
の
経

営
・
人
材
確
保
に
つ
い
て
の
未
来

展
望
、
ま
た
兼
業
農
家
の
あ
り
方

を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
（
財
）
広
島
県
森
林
整
備
・
農

業
振
興
財
団
の
事
業
の
活
用
に
よ

り
、
各
種
講
座
を
実
施
し
、
地
域

農
業
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
経
営
指
導
は
、
集
落
法
人

支
援
員
の
配
置
に
よ
り
対
応
し
て

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

主
食
用
米
は
、有
機
良
質
米
の
生

産
促
進
事
業
を
推
進
し
、た
い
肥
投

入
へ
の
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

関
連
産
品
は
、
米
粉
加
工
用
米
を

使
っ
た
6
次
産
業
化
に
需
要
が
高

い
こ
と
か
ら
、生
産・
販
路
拡
大
等

に
取
り
組
む
。
ま
た
、攻
め
の
農
業

の
担
い
手
は
、認
定
農
業
者
や
認
定

新
規
就
農
者
が
中
心
と
な
り
、企
業

や
産
学
官
連
携
に
よ
る
多
様
な
主

体
の
参
画
も
積
極
的
に
推
進
す
る
。

い
る
。
兼
業
農
家
は
、
小
規
模
農

地
と
農
業
を
い
か
に
次
世
代
に
引

き
継
ぎ
地
域
を
守
る
か
が
、
最
も

重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

災
害
情
報
・
普
段
情
報
の

伝
え
方
と
は

質　

問

　

本
市
の
災
害
情
報
は
、
緊
急
告

知
ラ
ジ
オ
・
防
災
メ
ー
ル
等
を

使
っ
て
発
信
し
て
い
る
。
し
か
し
、

緊
急
情
報
は
普
段
情
報
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
す

る
と
、
災
害
情
報
が
伝
わ
り
に
く

い
。
普
段
情
報
も
伝
え
る
方
法
と

し
て
、
滋
賀
県
米
原
市
を
参
考
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
の

開
発
を
行
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

答　

弁
／
倉
本
総
務
部
長

　

米
原
市
の
事
例
を
参
考
に
、
利

便
性
が
高
い
防
災
も
含
め
た
一
元

的
な
ア
プ
リ
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
情
報
伝
達
の
仕
組
み
も
技
術

の
発
達
と
と
も
に
変
わ
る
こ
と
か

ら
、
時
代
に
合
わ
せ
た
適
切
な
伝

達
ツ
ー
ル
を
検
討
し
て
い
く
。

コメの作付面積は
県内最大の東広島市
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一 般 質 問
東
広
島
市
の
明
る
い
未
来
を

　
　
　
　

築
く
為
の
施
策
は
！

質問した項目
■新年度予算の編成方針について
■大学連携について
■ 平成30年7月豪雨災害の復旧に
関する事業について

池
い け

田
だ

　隆
た か お き

興
（清新の会）

令
和
２
年
度
予
算
の
編
成

方
針
に
つ
い
て

質

問

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
の

中
で
「
選
ば
れ
る
都
市
」
と
な
る

た
め
5
つ
の
柱
を
設
定
し
取
り
組

ま
れ
て
い
る
が
、
現
在
編
成
中
の

新
年
度
の
重
点
施
策
や
主
要
事
業

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

新
年
度
予
算
で
は
、
第
五
次
東

広
島
市
総
合
計
画
に
よ
る
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
の
第
一

歩
を
力
強
く
踏
み
出
す
た
め
、
産

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
生

活
交
通
の
充
実
、
学
術
研
究
機
能

を
活
か
し
た
都
市
活
力
の
創
出
な

ど
に
取
り
組
み
、
継
続
し
て
豪
雨

災
害
の
復
旧
・
復
興
に
重
点
を
置

き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。

広
島
大
学
と
の
連
携
・
四

大
学
と
の
連
携
は
！

質　

問

　

広
島
大
学
と
「
国
際
的
研
究
拠

点
東
広
島
の
形
成
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
さ
れ
た
が
、
こ
の
協

定
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の

様
に
進
め
る
の
か
。
ま
た
、
市
内

4
大
学
の
学
生
同
士
の
連
携
に
つ

い
て
も
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

西
村
政
策
企
画
部
長

　

広
島
大
学
と
締
結
し
た
協
定
に

つ
い
て
、
本
市
で
は
、
海
外
か
ら

の
研
究
者
や
留
学
生
等
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
み
、広
島
大
学
で
は「
国

際
交
流
拠
点
施
設
」
を
整
備
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
海
外

の
人
材
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
等

を
推
進
し
、
国
内
外
か
ら
選
ば
れ

る
都
市
を
目
指
す
。
ま
た
、
市
内

4
大
学
の
学
生
同
士
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
自
主
的
に
地
域
活
動
で

き
る
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
お
り
、

今
後
は
学
生
活
動
に
関
す
る
情
報

を
積
極
的
に
発
信
し
、
学
生
同
士

の
結
び
つ
き
を
促
す
こ
と
で
学
生

の
機
運
醸
成
を
図
る
。

豪
雨
災
害
の
復
旧
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て

質　

問

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
の
復

旧
に
つ
い
て
、
特
に
農
地
・
農
業

用
施
設
災
害
復
旧
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
思
う

が
市
の
対
応
を
伺
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
に
つ

い
て
は
、
再
査
定
に
時
間
を
要
し

て
い
る
こ
と
、
業
者
不
足
や
入
札

不
調
が
続
い
て
い
る
の
が
遅
れ
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
業

者
不
足
の
解
消
に
向
け
て
市
外
の

業
者
と
地
元
業
者
が
共
同
で
工
事

の
施
工
が
出
来
る
「
復
旧
・
復
興

Ｊ
Ｖ
制
度
」
を
導
入
す
る
。
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一 般 質 問
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

質問した項目
■質の高い情報システムの提供
■地域とともにある学校づくり

大
だ い

道
ど う

　博
ひ ろ

夫
お

（創志会）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
設
置
に
つ
い
て

質　

問

　

市
で
は
学
校
運
営
に
地
域
の
声

を
積
極
的
に
生
か
し
、
地
域
と
一

体
に
な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）
を
平
成
30

年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の

設
置
状
況
を
伺
う
。

理
解
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
現
在

は
、
小
中
一
貫
接
続
教
育
を
進
め

て
い
る
高
美
が
丘
小
中
学
校
、
小

中
一
体
型
施
設
で
の
小
学
校
統
合

を
進
め
て
い
る
志
和
地
域
、
福
富

地
域
、
河
内
地
域
の
小
中
学
校
に

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
を
計
画

し
て
お
り
、
地
域
住
民
や
保
護
者
、

学
校
関
係
者
へ
の
説
明
と
研
修
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
基
本
的
に

は
、
全
小
中
学
校
に
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
す
る
方
向
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
先
行
し
て
設
置

し
て
い
る
取
り
組
み
の
成
果
を
研

究
分
析
し
つ
つ
、
情
報
提
供
な
ど

に
よ
り
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の

理
解
促
進
を
図
り
、
順
次
設
置
で

き
る
よ
う
計
画
を
進
め
た
い
。

地
域
学
校
協
働
活
動
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

質　

問

　

地
域
学
校
協
働
活
動
と
は
、
幅

広
い
地
域
住
民
等
の
参
画
を
得
て
、

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
地
域
と
学
校
が
相

互
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
は
、

「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」、「
学

校
支
援
に
資
す
る
学
校
と
地
域
と

の
協
力
関
係
の
強
化
」、「
学
校
や

地
域
の
活
性
化
」
等
が
効
果
と
し

て
見
込
ま
れ
る
。
学
校
に
も
、
地

域
に
も
有
効
な
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
設
置

し
て
い
る
風
早
小
学
校
の
取
り
組

み
内
容
を
広
報
し
、
市
全
体
へ
の

協
働
し
て
行
う
様
々
な
活
動
だ
が
、

本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

本
市
が
、
地
域
学
校
協
働
活
動

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
「
放
課

後
子
供
教
室
」
は
、
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

令
和
元
年
度
時
点
で
34
小
学
校
区

の
う
ち
、
22
小
学
校
区
で
実
施

し
、
今
後
も
拡
充
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
。
地
域
学
校
協
働
活
動
に

は
、
そ
の
他
に
も
「
学
校
支
援
活

動
」、「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」、「
地

域
活
動
」、「
子
供
の
学
習
支
援
活

動
」、「
家
庭
教
育
支
援
活
動
」
な

ど
が
あ
り
、
今
後
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。
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一 般 質 問
建
設
事
業
に
つ
い
て

質問した項目
■建設事業について
■ 子どもの命を守る安全対策につ
いて

■ 東広島市におけるSNS等に起因
する被害児童の現状と対策につ
いて

加
か

根
ね

　佳
よ し

基
き

（公明党）

公
共
工
事
の
平
準
化
に
つ

い
て

質　

問

　

フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
契
約
制
度
や

早
期
契
約
制
度
な
ど
を
活
用
し
て

の
公
共
工
事
の
柔
軟
な
工
期
の
設

定
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
方

針
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

余
裕
期
間
内
で
工
期
の
始
期
を

発
注
者
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る

　

緊
急
安
全
点
検
は
、
ハ
ー
ド
面

で
あ
る
が
、
交
通
安
全
環
境
の
整

備
と
は
別
に
、
市
内
保
育
施
設
等

に
対
す
る
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
安
全

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
こ
ど
も
未
来
部
長

　

国
で
は
、
新
た
に
、
未
就
学
児

の
安
全
確
保
に
向
け
て
、
園
外
活

動
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

キ
ッ
ズ
・
ゾ
ー
ン
が
創
設
さ
れ
た
。

今
後
本
市
で
も
、
緊
急
安
全
点
検

結
果
や
保
育
施
設
、
道
路
管
理
者
、

地
元
警
察
署
な
ど
関
係
機
関
と
の

協
議
を
踏
ま
え
、
キ
ッ
ズ
・
ゾ
ー

ン
の
設
定
に
つ
い
て
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

「
早
期
契
約
制
度
」、
ま
た
、
受
注

者
が
工
事
の
開
始
時
期
と
完
了
時

期
を
選
択
で
き
る
「
フ
レ
ッ
ク
ス

方
式
」
を
新
た
に
制
度
化
し
、
運

用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
受
注
者

に
と
っ
て
効
率
的
で
円
滑
な
施
工

時
期
の
選
択
が
可
能
に
な
る
こ
と

か
ら
、
適
用
す
る
工
事
の
拡
大
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
供
の
命
を
守
る
安
全
対

策
に
つ
い
て

質　

問

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因
す
る
被

害
児
童
の
現
状
と
対
策

質　

問

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
犯
罪
者
と
つ
な
が
る

怖
さ
が
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
、

機
会
が
あ
る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち

に
諭
す
、
そ
う
し
た
教
育
が
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
教
育
に
つ
い
て
、
本
市
で

の
現
状
と
対
策
を
伺
う
。

答　

弁
／
大
垣
学
校
教
育
部
長

　

本
市
の
児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

使
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

に
係
る
犯
罪
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
、
学
校
と

家
庭
が
一
体
と
な
っ
て
児
童
生
徒

に
情
報
化
社
会
と
の
適
切
な
か
か

わ
り
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

滋賀県大津市内で設置されたキッズゾーン
（大津市ホームページより）

※［用語解説］SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）　登録された利用者同士が交流できるWebサイトの会員制サービスのこと。
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一 般 質 問
児
童
虐
待
防
止
・
骨
髄
バ
ン
ク

ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
役
割

質　

問

　

本
市
は
子
育
て
家
庭
が
、
社
会

か
ら
孤
立
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、
産
前
産
後
か
ら
子
育
て
ま
で

切
れ
目
な
く
母
子
を
支
援
す
る
地

域
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
（
東
広
島

版
ネ
ウ
ボ
ラ
）
の
設
置
を
推
進
し

て
い
る
。
虐
待
死
の
事
案
の
中
に

は
生
ま
れ
た
日
に
亡
く
な
る
子
ど

も
が
多
い
こ
と
も
踏
ま
え
、
予
期

館
の
一
室
を
利
用
し
、
ゆ
っ
た
り

と
一
日
休
息
で
き
る
日
帰
り
型
の

産
後
ケ
ア
事
業
な
ど
で
、
昨
年
度

は
、
合
わ
せ
て
400
件
余
り
の
利
用

実
績
が
あ
っ
た
。

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

骨
髄
バ
ン
ク
で
は
、
ド
ナ
ー
登

録
者
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
登
録
で
き
る
年
齢

が
決
ま
っ
て
お
り
、
18
歳
か
ら
54

歳
ま
で
で
、
55
歳
に
な
り
次
第
、

登
録
か
ら
は
ず
れ
て
い
く
。
が

ん
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る

が
、
罹
患
率
が
50
代
で
増
加
に
転

じ
、
60
代
か
ら
急
増
す
る
と
い
わ

せ
ぬ
妊
娠
を
し
た
女
性
や
産
前
産

後
う
つ
が
心
配
さ
れ
る
妊
婦
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
強
化
が
大
切
と
考

え
る
が
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
こ
ど
も
未
来
部
長

　

平
成
28
年
4
月
に
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
産
前
産
後
を
支
援
す
る
各

種
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
の
悩
み
を

聞
い
て
も
ら
い
な
が
ら
、
家
事
や

育
児
の
援
助
を
受
け
ら
れ
る
産
前

産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
、
市
内
旅

れ
て
い
る
。
ド
ナ
ー
登
録
は
54
歳

ま
で
な
の
で
少
子
高
齢
化
に
よ
り

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
は
厳
し

さ
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
普
及
啓
発
が
最
重
要
と
考

え
る
。
骨
髄
提
供
を
す
る
際
の
休

業
助
成
制
度
の
取
り
組
み
と
あ
わ

せ
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
梶
永
健
康
福
祉
部
長

　

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
決
し

て
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
ド
ナ
ー
登
録
者
の
取
消
理
由

の
ほ
と
ん
ど
が
年
齢
超
過
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ド
ナ
ー
登
録
数
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
と
、
骨
髄
提
供
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

全
国
的
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
昨
年
度

か
ら
国
に
対
し
て
、
全
国
統
一
し

た
助
成
制
度
の
創
設
等
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

助
成
制
度
の
周
知
に
向
け
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
図

り
、
市
内
企
業
に
対
し
て
は
商
工

会
議
所
や
商
工
会
な
ど
で
本
制
度

の
紹
介
に
努
め
て
い
る
。

質問した項目
■ 児童虐待防止に向けた取り組み
について

■骨髄バンクドナー登録について

坂
さ か

元
も と

　百
ゆ

合
り

子
こ

（公明党）
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一 般 質 問
本
市
の
公
共
交
通
の
充
実
と

 
農
業
振
興
施
策

交
通
施
策
推
進
の
新
た
な

取
組
み
に
つ
い
て

質　

問

① 

※
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
本
市
と
竹
原

市
や
呉
市
と
の
交
通
の
連
携
が

図
れ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

考
え
方
を
伺
う
。

② 

各
地
で
広
が
る
定
額
制
運
賃
に

対
し
て
、
本
市
の
考
え
方
や
今

後
の
導
入
予
定
を
伺
う
。

③ 

無
人
運
転
実
施
に
向
け
て
の
過

① 

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
隣
接
す
る

市
町
、
広
島
県
な
ど
の
自
治
体

間
の
連
携
を
図
り
、
圏
域
内
の

効
果
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
た
い
。

② 

国
の
動
向
、
情
報
通
信
や
※
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
技
術
の
開
発
・
動
向
を
、

引
き
続
き
注
視
し
た
い
。

③ 

広
島
大
学
周
辺
で
実
施
し
て
い

る
実
証
実
験
の
今
後
の
展
開
を

検
討
す
る
中
で
、
新
た
な
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
導
入
も
含
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

④ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
広
報

紙
、
Ｆ
Ｍ
東
広
島
な
ど
メ
デ
ィ

ア
の
活
用
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る

手
法
を
用
い
て
、
公
共
交
通
を

守
り
支
え
る
意
識
の
醸
成
に
努

め
て
い
き
た
い
。

渡
的
措
置
と
し
て
、
本
市
と
し

て
も
※
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

④ 

公
共
交
通
政
策
を
さ
ら
に
前
進

さ
せ
る
た
め
に
、
※
ク
ロ
ス
セ

ク
タ
ー
効
果
の
考
え
方
を
た
た

き
台
と
し
て
、
公
共
交
通
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

西
村
政
策
企
画
部
長

国
の
農
業
政
策
と
本
市
振

興
計
画
に
つ
い
て

質　

問

　

主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に

よ
る
県
レ
ベ
ル
の
種
子
条
例
の
制

定
な
ど
の
動
き
に
つ
い
て
と
、
種

苗
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
市
の
農

業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
を

伺
う
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

主
要
農
作
物
の
安
定
供
給
を
図

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

優
良
な
種
子
が
、
適
正
な
価
格
で

農
業
者
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
と
の
認
識
の
も
と
、
注
視
し
て

い
く
。
ま
た
、
種
苗
法
の
改
正
が

地
域
農
業
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
分
析
を
行
っ
て

い
な
い
が
、
本
市
農
業
者
に
不
利

益
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国

の
動
向
等
を
注
視
し
て
い
く
。

※［用語解説］連携中枢都市圏構想　  地域において、相当の規模と中核性を備える圏域の中心都市が近隣の市町村と連携し、人口減少・少子高齢社会においても
一定の圏域人口を有し活力ある社会経済を維持するための拠点を形成する政策。

　　　　　　　グリーンスローモビリティ　電動で、時速20㎞未満で公道を走ることが可能な４人乗り以上の乗り物。
　　　　　　　クロスセクター効果　  地域公共交通を廃止したときに追加的に必要となる多様な行政部門の分野別代替費用と、運行に対して行政が負担している

財政支出を比較することで把握できる地域公共交通の多面的な効果。
　　　　　　　MaaS（モビリティ・ アズ・ア・サービス）　電車やバス、飛行機など複数の交通手段を乗り継いで移動する際、スマートフォン等から検索～予

約～支払を一度に行えるように改め、ユーザーの利便性を大幅に高めたり、移動の効率化により都市部での交通渋滞や環境
問題、地方での交通弱者対策などの問題の解決に役立てようとする考え方の上に立っているサービス。

質問した項目
■ 本市の公共交通に関する施策に
ついて

■ 農業を取り巻く情勢と本市振興
計画について

景
かげ　やま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

本市が取り組んでいる新モビリ
ティサービス実証実験（広島大
学循環バス）
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一 般 質 問
観
光
振
興
の
発
展
及
び

　
　
　

レ
ガ
シ
ー
の
活
用

酒
ま
つ
り
の
諸
課
題
と

解
決
へ
の
見
通
し

質　

問

　

来
年
30
周
年
を
迎
え
る
本
市
を

代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト「
酒
ま
つ
り
」

で
あ
る
が
、
天
候
問
題
や
経
費
高

騰
及
び
酒
ひ
ろ
ば
の
売
上
減
少
等

に
よ
る
赤
字
化
、
そ
の
他
に
も

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ

の
諸
課
題
に
対
し
本
市
の
見
解
を

問
う
。

場
さ
れ
る
方
々
や
地
域
の
皆
様
の

声
を
し
っ
か
り
聴
い
た
上
で
、
実

行
委
員
会
の
皆
様
と
と
も
に
、
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

酒
ま
つ
り
は
集
客
力
も
高
く
、

平
成
26
年
に
行
っ
た
経
済
波
及
効

果
の
調
査
で
は
、
32
・
6
億
円
の

経
済
効
果
を
上
げ
る
、
本
市
に
は

欠
か
せ
な
い
祭
り
で
あ
る
。
今
後

も
引
き
続
き
、
地
域
を
代
表
す
る

ま
つ
り
と
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
、

必
要
と
な
る
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
酒
ま
つ
り
運
営
に
関
す
る

諸
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
来

光
振
興
課
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
東
広
島
市

観
光
協
会
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

東
広
島
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
観
光
振
興

に
係
る
市
全
体
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
な
が
ら
、
市
内
各
地
域

を
繋
ぐ
役
割
を
担
い
、
観
光
協
会

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
す
る
観

光
情
報
等
の
集
約
と
共
有
、
発
信

を
一
体
的
に
行
う
と
と
も
に
、
観

光
商
品
の
開
発
支
援
等
も
行
う

「
観
光
推
進
組
織
」
と
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

　

各
地
域
の
観
光
協
会
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
地

域
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
観

光
客
の
受
け
入
れ
対
応
、
関
連
事

業
者
と
の
連
携
の
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
く
。

　

市
観
光
振
興
課
は
、
予
算
や
財

源
の
確
保
、
イ
ン
フ
ラ
や
ハ
ー
ド

面
等
の
整
備
や
規
制
の
調
整
、
市

内
部
の
調
整
等
を
担
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

※［用語解説］DMO（ デスティネーション・マネージメント・オーガニゼーション）　「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な
関係者と協同しながら、観光地域づくりを実現するための戦略策定、実施を行う調整機能を備えた法人のこと。

質問した項目
■観光振興について

片
か た

山
や ま

　貴
た か

志
し

（創生会）

本
市
の
観
光
行
政
及
び

観
光
組
織
に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
3
年
に
設
立
さ
れ
る
東
広

島
※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
他
の
組
織
と
の

効
率
的
な
連
携
に
よ
り
成
立
す
る

組
織
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
設
立
後
、
観
光
振
興
に
関
わ
る

各
組
織
の
役
割
や
具
体
的
な
業
務

内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

本
市
の
観
光
振
興
に
お
け
る
市
観 酒まつり
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一 般 質 問
持
続
可
能
な
安
心
安
全
の

　

東
広
島
を
構
築
す
る
た
め
に

福
祉
人
材
育
成
の
包
括
連

携
協
定
の
評
価
は

質　

問

　

市
、
黒
瀬
高
校
、
広
島
国
際
大

学
の
三
者
連
携
協
定
の
人
材
育
成

事
業
が
3
年
を
経
過
し
た
。
三
者

の
評
価
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

三
者
の
取
り
組
み
と
し
て
、
毎

年
、
福
祉
講
演
会
を
開
催
し
、
福

育
成
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
も

尽
力
さ
れ
て
い
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
評
価
と

展
開
に
つ
い
て

質　

問

　

食
品
ロ
ス
削
減
と
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
、
①
小
中
学
校
の
臨
時

休
校
に
よ
る
米
飯
の
廃
棄
処
分
の

現
状
及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。
②
20
・
20
運
動
の
定
着
に
つ

い
て
伺
う
。
③
フ
ー
ド
ロ
ス
ゼ
ロ

運
動
協
力
店
の
展
開
を
伺
う
。

答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　
　
　
　

大
垣
学
校
教
育
部
長

① 

炊
飯
業
者
3
者
の
う
ち
1
者
を

除
い
て
は
当
日
の
炊
飯
停
止
が

で
き
な
い
た
め
、
や
む
を
え
ず

廃
棄
し
て
い
る
。
食
品
ロ
ス
の

祉
・
介
護
の
魅
力
を
発
信
し
て
理

解
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
る
。
市
は
介
護
資
格
の
研
修
費

用
の
一
部
助
成
、
介
護
事
業
所
へ

の
就
労
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
黒
瀬
高
校
は
高
校
生
介

護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
さ
れ

る
な
ど
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を

持
っ
た
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

広
島
国
際
大
学
で
は
、
高
校
生
を

対
象
に
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

企
画
提
供
や
黒
瀬
高
校
の
生
徒
に

学
生
寮
を
提
供
さ
れ
る
な
ど
人
材

視
点
か
ら
今
後
、
様
々
な
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

② 

20
・
20
運
動
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
80
％
が
知
ら
な
い
と
回
答

が
あ
り
、
よ
り
多
く
の
市
民
に

周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。

③ 

「
フ
ー
ド
ロ
ス
ゼ
ロ
」
協
力
店

は
12
月
時
点
で
116
店
で
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
そ
の

結
果
を
効
果
的
な
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
く
。

熱
中
症
対
策
で
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
設
置
を

質　

問

　

市
内
小
学
校
体
育
館
に
熱
中
症

対
策
と
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
大
垣
学
校
教
育
部
長

　

小
学
校
で
は
設
置
し
て
お
ら
ず
、

中
学
校
で
は
13
校
27
台
を
設
置
し

て
い
る
。
今
後
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
の
機
能
や
効
果
等
、
総

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

質問した項目
■ 福祉人材育成のための包括連携
協定（三者連携協定）の評価と展
開について
■ 食品ロスの取組みの評価と展開
について

■ 市内小中学校体育館へ熱中症対
策としてのウォータークーラー
の設置について

竹
た け

川
が わ

　秀
ひ で

明
あ き

（公明党）

フードロス協力店の
ステッカー

※［用語解説］SDGs　  2015年に国連開催のサミットで決められた国際社会共通の持続可能な開発目標。５つのＰ（①人類people②地球planet③繁栄
Prosperity④平和Peace⑤パートナーシップPartnership）に向けた行動計画として掲げたもの。
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一 般 質 問
今
後
の
公
共
交
通
と

　
　

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

２
０
２
５
年
に
向
け
た
免

許
返
納
に
つ
い
て

質

問

　

2
0
2
2
年
か
ら
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
と
な
っ
て
く
る
。

東
広
島
市
内
の
免
許
返
納
者
も
右

肩
上
が
り
に
増
え
続
け
、
今
年
度

も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
県

内
7
市
町
で
は
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
利
用
に
当
た
り

優
遇
処
置
が
図
ら
れ
て
い
る
。
本

市
の
免
許
返
納
に
つ
い
て
ど
の
様

交
通
結
節
点
の
整
備
状
況

に
つ
い
て

質　

問

　

高
齢
者
や
免
許
返
納
さ
れ
た
方

の
移
動
手
段
を
容
易
に
す
る
た
め

に
、
交
通
結
節
点
の
整
備
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

現
在
の
交
通
結
節
点
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

新
た
に
市
内
4
か
所
に
バ
ス
の

交
通
結
節
点
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
進
捗
状
況
は
、
平
成
30
年
の

豪
雨
災
害
の
影
響
に
よ
り
遅
延
し

て
い
る
が
、
広
島
大
学
内
へ
の
結

節
点
整
備
に
つ
い
て
は
具
体
的
に

協
議
を
進
め
、
大
学
と
市
で
協
力

し
て
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
で
き
る
限
り
早

期
の
完
成
を
目
指
す
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の

育
成
に
つ
い
て

質　

問

　

多
様
化
す
る
社
会
に
適
応
し
て

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
を
問
う
。

答　

弁
／
松
尾
副
市
長

　

現
在
、
市
内
で
は
タ
ク
シ
ー
会

社
2
社
と
、
一
部
の
商
業
施
設
に

お
い
て
免
許
返
納
者
に
対
す
る
割

引
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
市
内
事

業
者
へ
免
許
返
納
制
度
の
理
解
と

優
遇
処
置
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る

と
と
も
に
、
地
域
交
通
施
策
や
福

祉
施
策
等
の
状
況
も
見
極
め
な
が

ら
、
検
討
を
行
う
。

い
く
た
め
に
は
小
中
学
校
時
代
に

知
識
注
入
型
教
育
だ
け
で
は
な
く
、

「
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
力
」（
Ｅ

Ｓ
Ｄ
）
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
第
5

次
学
校
教
育
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
の
中
で
、
非
認
知
能
力
で
あ
る

創
造
性
、自
律
性
、協
働
性
と
い
っ

た
三
つ
の
資
質
・
能
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
て
掲

げ
、
各
種
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

質問した項目
■ 住み続けられる東広島のまちづ
くりについて

■ 未来を担う子供たちの育成につ
いて

中
な か が わ

川　修
おさむ

（市民クラブ）
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一 般 質 問
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
起
爆
剤
！

観
光
で
市
全
域
が
元
気
に
な
る
か

観
光
で
地
域
の
人
々
を

幸
せ
に
で
き
る
か

質　

問

　

①
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り

役
を
担
う
※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
令
和
3
年

度
ス
タ
ー
ト
す
る
。
観
光
資
源
の

乏
し
い
本
市
が
、
観
光
に
よ
っ
て

豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と

は
、
観
光
行
政
に
と
っ
て
正
念
場

で
あ
る
。
観
光
は
平
穏
に
暮
ら
し

た
い
人
々
に
は
迷
惑
に
な
り
か
ね

な
い
。
住
民
の
理
解
を
ど
の
よ
う

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
効
率
的
運
営
と

補
助
金
に
つ
い
て

質　

問

　

①
平
成
26
〜
29
年
の
観
光
客
数

は
280
万
人
前
後
、
1
人
1
日
当
た

り
の
観
光
消
費
額
も
3
，
4
0
0

円
程
度
（
全
国
の
約
4
分
の
1
）

で
横
バ
イ
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
で
単
に

賑
わ
い
の
創
出
だ
け
で
な
く
、
経

済
効
果
を
も
た
ら
せ
る
の
か
。
②

観
光
行
政
は
色
々
な
部
局
が
関
わ

り
、
観
光
協
会
も
合
併
以
来
統
合

さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ

設
立
で
一
元
化
し
た
事
業
展
開
が

な
さ
れ
る
の
か
。
③
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
課

題
は
「
安
定
的
な
運
営
資
金
の
確

保
」
で
あ
る
。
補
助
金
だ
の
み
に

な
ら
な
い
か
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

①
集
客
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
開

催
等
に
取
り
組
み
、
消
費
額
を
増

や
す
。
地
域
産
品
や
6
次
産
業
品

開
発
で
、
経
済
効
果
を
伸
ば
す
。

②
各
組
織
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
、

自
ら
の
強
み
を
活
か
し
、
集
客
に

に
得
る
の
か
。
②
地
域
内
を
周
遊

す
る
交
通
整
備
は
、
地
域
の
人
々

を
幸
せ
に
す
る
観
光
地
域
づ
く
り

の
肝
で
あ
る
。
交
通
整
備
の
施
策

を
問
う
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

①
経
済
効
果
と
地
域
活
性
化
の

両
方
が
あ
る
よ
う
、
計
画
当
初
か

ら
地
域
住
民
と
連
携
す
る
。
②
地

域
事
業
者
・
住
民
の
送
迎
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
地
域
特
性
に
あ
っ
た
交

通
手
段
を
検
討
す
る
。

繋
が
る
観
光
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
。
③
Ｄ
Ｍ
Ｏ
運
営
は
収

益
事
業
で
は
賄
え
な
い
。
産
業
や

地
域
活
性
化
等
の
波
及
効
果
も
含

め
、
全
体
の
制
度
設
計
を
す
る
。

事
業
系
ご
み
に
対
す
る

市
民
の
不
満
に
つ
い
て

質　

問

　

議
会
報
告
会
で
は
、
市
民
か
ら

ご
み
行
政
に
つ
い
て
意
見
を
頂
い

た
。
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
方
向
性
で
対
処
す
る
の

か
。答　

弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

収
集
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
管
理
会
社
等
に
対
し
適
正
な

リ
サ
イ
ク
ル
等
を
周
知
徹
底
す
る
。

質問した項目
■観光政策について
■議会報告会の市民の声

重
し げ

森
も り

　佳
か

代
よ

子
こ

（清新の会）

市民と活発に意見交換をした
議会報告会（八本松地域センター）

※［用語解説］DMO　11ページの用語解説をご参照下さい。
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一 般 質 問
持
続
可
能
な

　
　

地
域
づ
く
り
の
為
に
‼

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に

つ
い
て

質　

問

　

災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
は
勿
論

の
事
、
今
後
、
起
こ
り
う
る
災
害

に
計
画
的
な
対
策
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
問

う
。答　

弁
／
先
灘
建
設
部
長

　

河
川
の
災
害
復
旧
や
河
口
の

し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
う
と
と
も
に
適

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

質　

問

　

三
津
湾
に
お
け
る
貧
栄
養
対
策

な
ど
を
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
。
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画

に
そ
れ
ら
を
を
盛
り
込
む
と
同
時

に
水
産
業
振
興
計
画
を
策
定
す
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
木
原
産
業
部
長

　

豊
か
な
漁
場
の
再
生
や
漁
業
資

源
の
増
殖
に
向
け
た
取
り
組
み
、

施
設
の
共
同
利
用
な
ど
必
要
な
施

策
に
つ
い
て
検
討
し
、
関
係
者
間

で
協
議
を
行
い
計
画
の
方
向
性
を

定
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

切
な
維
持
管
理
を
継
続
し
、
河
川

の
改
修
や
内
水
氾
濫
対
策
な
ど
を

合
わ
せ
た
計
画
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
県
の
管
理
す
る
河
川
や
道
路

と
一
体
と
な
っ
た
対
策
と
と
も
に
、

市
と
し
て
は
、
内
水
対
策
な
ど
効

果
的
な
手
法
を
検
討
す
る
。
そ
し

て
、
国
の
経
済
対
策
に
係
る
河
川

増
水
対
策
な
ど
の
防
災
・
減
災
施

策
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
内
容

を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ

く
り
に
つ
い
て

質　

問

　

地
域
に
と
っ
て
学
校
の
存
在
は

大
変
重
要
で
あ
る
。
ま
た
学
校
に

お
い
て
も
地
域
と
学
校
が
連
携
・

協
働
す
る
学
校
運
営
協
議
会
は
、

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を

円
滑
か
つ
継
続
的
に
進
め
る
に
は

新
し
い
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

地
域
住
民
と
学
校
と
の
連
絡
調

整
や
地
域
学
校
協
働
活
動
の
企
画
、

調
整
を
担
う
と
と
も
に
、
地
域
と

学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
り
、

地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進
し
て

い
く
上
で
そ
の
配
置
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問した項目
■災害に強いまちづくり
■産業振興策について
■ 地域と共にある学校づくりにつ
いて

岩
い わ さ き

崎　和
か ず ひ と

仁
（創生会）

三津湾と安芸津港



市議会だより　2020.3 page.16

一 般 質 問
「
誰
も
ひ
と
り
に
さ
せ
な
い
」

　
　
　
　

終
活
支
援
に
つ
い
て

東
広
島
市
の
終
活
支
援
事

業
に
つ
い
て

質　

問

　

独
居
の
高
齢
者
の
増
加
が
想
定

さ
れ
る
本
市
に
と
っ
て
人
生
の
最

期
に
向
け
た
希
望
を
ま
と
め
る

「
終
活
支
援
」
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
く
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

終
活
支
援
事
業
に
対
す
る
見
解
を

伺
う
。

答　

弁
／
梶
永
健
康
福
祉
部
長

　

本
市
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ

に
大
学
生
の
地
元
就
職
率
の
低
さ

が
上
げ
ら
れ
、
現
状
で
は
3
％
程

度
の
状
況
で
あ
る
。
地
元
へ
の
就

職
率
の
向
上
に
向
け
た
本
市
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

「
学
生
と
企
業
の
接
点
づ
く
り
」

「
企
業
の
採
用
力
向
上
支
援
」
等

を
行
い
、
県
と
の
連
携
で
は
「
お

盆
開
催
の
※
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
意

識
し
た
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
4
大
学
連

携
学
長
懇
談
会
や
各
大
学
と
の
協

議
を
重
ね
、
戦
略
的
な
連
携
に
向

け
た
取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
孤
立
、

孤
独
死
し
な
い
よ
う
地
域
で
見
守

り
、
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
地

域
共
生
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が

先
決
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
、

出
前
講
座
や
地
域
サ
ロ
ン
、
イ
ベ

ン
ト
等
を
通
し
て
本
人
や
家
族
の

方
に
対
し
て
終
活
支
援
を
強
化
し

て
い
く
。

大
学
生
の
地
元
就
職
率
の

向
上
に
つ
い
て

質　

問

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

内
部
統
制
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
2
年
4
月
よ
り
指
定
都
市

に
義
務
付
け
ら
れ
導
入
さ
れ
る

※
内
部
統
制
制
度
は
市
民
か
ら
信

頼
を
得
る
た
め
の
必
要
な
制
度
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
努
力
義
務
の

自
治
体
で
あ
る
本
市
の
導
入
に
対

す
る
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
倉
本
総
務
部
長

　

内
部
統
制
は
リ
ス
ク
の
発
生
を

防
止
す
る
だ
け
で
な
く
業
務
を
適

切
か
つ
効
率
的
に
行
う
た
め
に
有

効
な
制
度
で
あ
り
、
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
行
政
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
有
用
な
取
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
先
行
自
治
体
の
取
組

み
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、
制

度
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

を
進
め
る
。

質問した項目
■ 福祉行政について（誰もひとり
にさせない、終活支援について）

■ゴミの減量化に向けて
■大学生の地元就職について
■内部統制制度について

岡
お か

田
だ

　育
い く そ う

三
（創志会）

※［用語解説］UIJターン   大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称のこと。Ｕターンは出身地に戻る形態、Ｉターンは出身地以外の地方へ移住する形
態、Ｊターンは出身地の近くの地方都市に移住する形態を指す。

　　　　　　　内部統制制度　  財務に関する事務などについて、管理執行が法令等に適合し、適正に行われることを確保するために、リスクの発生を未然に防止
する仕組みであり、そのための対応策やルールを整備し、その対策等に基づいて業務を行う取り組み。


